
令和６年度課題別研修「【小・生活】気付きの質を高める授業づくり」開催要項 

 

１ 目 的    気付きの質を高めるための指導のポイントと評価の在り方について理解
を深め、指導力の向上を図る。 

        【指標の観点（キーワード）】「実践的指導力（教科等指導力）」 

 

２ 主 催    愛媛県教育委員会 

 

３ 期 日    令和６年10月18日（金） 

 

４ 会 場    愛媛県総合教育センター 第６講義室（本館５階）  

〒791-1136 松山市上野町甲650番地 

         TEL  089-963-3111（代表：総務課） FAX  089-963-3146 

 

５ 受講対象者    小学校、特別支援学校（小学部）教員 

 

６ 日程等  
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   受付は、12：35～12：55に総合教育センター第６講義室前（本館５階）で行います。 

 

７ 講座内容 

講 座 名 内     容 

講義 

「低学年教育の充実に向けた生活科

授業の在り方」 

学習指導要領の方向性に関する理解を深め、生活科

における指導方法の工夫改善や評価等について研修す

る。 

講義・演習 

「気付きの質を高める表現活動の在

り方」 

おもちゃづくりの演習を通して、具体的な児童の姿や

意識の流れを予想し、気付きの質を高める活動になるよ

う検討する。 

協議 

「気付きの質を高める生活科の指導

について」 

生活科の実践発表を行い、気付きの質を高める指導

について意見交流をする。 

 



８ 持参品 

⑴  筆記用具、のり、はさみ、セロハンテープ、色紙10枚程度、切り開いていない１Ｌの

牛乳パック一つ、作ったものを持ち帰る袋 

⑵  気付きの質を高めると思われる実践を５～10分で紹介できるように準備してください。

（児童の振り返りカードや作品の写真、指導案等、資料として配布できるものは12部用

意し、学校名と氏名を記載してください。様式は問いません。児童名を削除する等、個

人情報に留意してください。） 

 

９ その他 

⑴  自家用車を利用する場合は、生涯学習センターの東側下の駐車場を利用してください。 

総合教育センター構内には、特別の場合を除いて駐車できません。 

⑵  研修にふさわしい服装で参加してください。ネクタイの着用については、自由としま

す。 

⑶  研修を受ける際に、個別に配慮（合理的配慮の提供）が必要な場合は、申し出てくだ

さい。 

⑷  天候の状況等により、やむを得ず中止・延期する場合があります。その際には、各学

校に連絡するとともに、センターホームページに掲載します。 

 


